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宿
利
町
長
　
二
期
目
に
向
け
て

こ
の
度
の
町
長
選
挙
で
、
多
く
の
皆
さ

ま
か
ら
ご
支
援
を
賜
り
、
再
選
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

町
政
を
お
預
か
り
す
る
者
と
し
て
、
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
と
同
時
に
、
責
任
を

痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

一
期
目
・
４
年
間
の
経
験
を
踏
ま
え
、

引
き
続
き「
町
や
住
民
に
と
っ
て
良
い
こ
と

は
何
か
」を
基
軸
と
す
る
判
断
や
、
施
策
展

開
を
進
め
た
い
と
考
え
、
さ
ら
に
、
皆
さ

ま
か
ら
い
た
だ
い
た
、
ご
意
見
・
ご
要
望

に
も
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
努
力
を
惜
し
ま

な
い
対
応
を
心
掛
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
方
針
は
、
職
員
は
も
と
よ
り
、
関

係
機
関
と
共
有
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
期
目
を
振
り
返
り

初
め
て
就
任
し
た
４
年
前
に
、
自
ら
が

考
え
行
動
で
き
る
力（「
地
域
力
」を
備
え
る

こ
と
）、
町
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
や
実
践
方
法

に
つ
い
て
議
論
を
進
め
た
い
、
と
提
唱
し

町
長
就
任
あ
い
さ
つ

任
期
満
了
に
伴
い
、
１
月
23
日
に
行
わ
れ
た
、
玖
珠
町
長
選
挙
に
お
い
て
、
宿
利
政
和
氏

が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

１
月
24
日
に
町
民
や
職
員
に
迎
え
ら
れ
て
初
登
庁
し
、二
期
目
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
町
の
将
来
像
を
描
く
に
あ

た
っ
て
、
よ
り
多
く
の
方
々
か
ら
ご
意
見

を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
、「
と
こ
と
ん
玖

珠
町　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」を
３
年
に
わ
た

り
開
催
し
、
将
来
像
と
実
践
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た「
玖
珠
町

第
６
次
総
合
計
画
」に
は
、
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
た
意
見
反
映
を
行
い
、「
協
働
参
加
の
ま

ち
づ
く
り
」の
ス
タ
ー
ト
が
出
来
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

一
方
、
地
域
や
集
落
の
課
題
や
問
題
点

を
調
査
し
て
役
場
に
繋
ぐ
「
集
落
支
援
員
」

制
度
を
導
入
し
て
、
現
在
は
、
４
名
が
各

地
区
で
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
森
地
区
で
は
、
住
民
が
相
互
に
支

援
し
合
う
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
森
地
区
く

ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」が
誕
生
し
て
、

高
齢
者
の
手
助
け
や
、
簡
単
な
作
業
な
ど
を

安
価
で
代
行
し
て
く
れ
る
サ
ー
ビ
ス
事
業

と
し
て
、
新
た
な
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト

す
る
な
ど
、
他
の
地
区
へ
の
波
及
が
期
待

さ
れ
る
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

役
場
の
役
割
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

行
政
の
仕
事
は
、「
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場

ま
で
」と
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
妊
娠
、
出

産
、
子
育
て
、
教
育
、
就
業
、
産
業
振
興
、

結
婚
、
保
健
、
医
療
、
介
護
、
福
祉
、
高

齢
者
対
策
な
ど
、
多
様
な
分
野
に
お
い
て
、

住
民
の
皆
さ
ま
へ
よ
り
良
い
公
共
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
す
。

自
助
、共
助
、公
助
と
も
い
わ
れ
ま
す
が
、

ま
ず
は
国
・
県
・
市
町
村
な
ど
が
、
暮
ら

し
の
基
本
を
支
え
る
仕
組
を
整
備
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

窓
口
や
現
地
・
電
話
な
ど
で
、
皆
さ
ま

の
意
見
と
異
な
る
事
も
時
々
あ
り
ま
す
が
、

全
て
を
行
政
が
担
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ

り
、
個
人
・
地
域
・
団
体
・
企
業
な
ど
が

自
立
に
向
か
い
、
担
え
る
よ
う
導
く
責
任

が
行
政
に
は
あ
り
ま
す
。

夢
・
未
来
を
創
生
す
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、

本
町
も
暮
ら
し
や
仕
事
・
家
計
な
ど
、
大

変
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
ま
す
。
ワ
ク

チ
ン
接
種
や
生
活
様
式
の
見
直
し
で
、
苦

境
を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

危
機
を
脱
出
し
、
豊
か
な
暮
ら
し
を
創

り
出
す
こ
と
、「
夢
未
来
を
創
生
す
る
こ
と
」

は
、
現
在
を
生
き
る
大
人
が
、
将
来
の
玖

珠
町
を
担
う
子
ど
も
や
孫
た
ち
へ
の
、
最

高
の
贈
り
物
で
あ
り
、
責
任
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

そ
の
方
法
の
ひ
と
つ
に
、「
デ
ジ
タ
ル
化

の
推
進
」が
あ
り
ま
す
。
役
所
な
ど
の
手
続

き
が
便
利
に
な
る
こ
と
、
シ
ス
テ
ム
を
活

用
す
る
こ
と
で
効
率
化
さ
れ
る
も
の
、
新

し
い
産
業
の
創
出
に
も
必
要
で
す
が
、我
々

が
数
十
年
掛
け
て
習
得
し
た
知
識
や
技
術

を
、
デ
ジ
タ
ル
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
次
世

代
に
継
承
・
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

ま
た
、
台
湾
や
福
岡
市
と
の
交
流
促
進
、

宇
宙
港
ビ
ジ
ネ
ス
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
や
、

カ
ウ
ベ
ル
ラ
ン
ド
な
ど
、
お
客
様
で
賑
わ

う
空
間
づ
く
り
も
重
要
で
す
。

「
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
」、
よ
り
良

い
暮
ら
し
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
は
当
然

で
す
が
、
人
口
減
少
対
策
や
産
業
振
興
は
、

就任式であいさつする宿利町長
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昭和37年６月	 古後で生まれる
昭和53年	 古後中学校卒業
昭和56年	 大分県立日田林工高等学校卒業
　同年	 大分県職員入職
平成25年	 大分県職員を退職
平成30年１月	 玖珠町長に初当選
　�趣味は、道の駅巡りで地域産品を観察したり、好き
な曲を聴きストレス解消すること。
　�林業改良（普及）指導員、都市農山漁村交流・まちづ
くりアドバイザー、グリーンツーリズムコーディネ
ーターなどの経歴を持つ。
　妻と３人の息子と古後に在住

直
面
す
る
大
き
な
課
題
で
す
。

住
民
の
皆
さ
ま
そ
れ
ぞ
れ
の「
新
し
い
明

日
」の
た
め
に
、「
仕
掛
け
・
実
践
」を
重
ね

な
が
ら
、
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

「
玖
珠
に
生
ま
れ
、
育
っ
て
、
暮
ら
し
て

良
か
っ
た
」と
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
、
手

を
取
り
合
っ
て
一
緒
に
歩
い
て
行
き
ま
し

ょ
う
。

玖
珠
町
長
　
宿
利
政
和

町
長
の
略
歴

当選証書授与式初登庁で花束を受け取る宿利町長

地方創生・共同参画のまちづくり（主要な取り組み）

１．�新型コロナウイルス感染拡大防止の徹底と、地域経済の活性化に取り組み、アフター
コロナ（感染症終息後）を見据えた基盤づくりとして、新たなデジタル社会に対応した
システムの構築を図ります。

　
２．�令和２年７月豪雨災害及び令和３年８月11日からの大雨による災害からの復旧・復

興をはじめ、国土強靭化に向けた環境整備、さらに、町民の安全安心の観点から、引
き続き防災無線のデジタル化を推進します。

３．�地域産業の振興に積極的に取り組み、農林畜産物のブランド化による農家所得の向上
に向けて支援を行います。

４．�多くの町民が参加しやすいまちづくりの仕組みを構築し、共同参画のまちづくりを推
進します。また、人口減少対策として、若者の仕事を確保する企業誘致と、子育てし
やすい環境を整えていきます。


